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石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館
の
開
館

（
3
月
末
予
定
）
　
が
間
近
と
な
り
ま
し
た
。

隣
接
す
る
区
立
池
淵
史
跡
公
園
に
移
築
さ
れ

る
「
旧
内
田
家
住
宅
」
（
区
指
定
文
化
財
）
の

復
元
工
事
が
着
々
と
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

屋根組み（11月8日）

茅葺きの道具類

木組みの見本

昨
年
2
度
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
見
学
会
で

は
、
釘
を
一
本
も
使
わ
な
い
木
組
の
技
や
、

茅
が
葺
か
れ
る
前
の
屋
根
組
み
、
茅
葺
き
作

業
な
ど
に
つ
い
て
、
棟
梁
ら
か
ら
説
明
が
あ

り
、
参
加
者
は
職
人
の
伝
統
的
な
技
の
す
ぼ

ら
し
さ
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

茅葺き作業の様子（12月6日）

ま
た
、
改
修
工
事
で
生
ま
れ
変
わ
る
池
淵

史
跡
公
園
で
は
、
遺
跡
の
ほ
か
、
石
神
井
図

書
館
の
南
側
か
ら
移
設
し
た
石
造
物
も
見
学

で
き
ま
す
。

佐
々
木
家
住
宅
は
、
昭
和
9
年
（
一
九
三

四
）
同
潤
会
が
建
設
し
た
江
古
田
分
譲
住
宅

3
0
棟
（
小
竹
町
一
丁
目
）
の
1
軒
で
、
創
建

当
時
の
姿
が
今
な
お
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
同

潤
会
は
、
関
東
大
震
災
後
の
復
興
事
業
の
た

め
国
策
と
し
て
大
正
1

3
年
（
一
九
二
四
）
に

設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
で
す
。

佐
々
木
家
住
宅
は
、
木
造
平
屋
建
て
で
、

主
屋
部
分
は
約
3
0
坪
あ
り
ま
す
。
主
屋
の
間

取
り
は
、
玄
関
か
ら
伸
び
た
中
廊
下
を
挟
み
、

南
側
に
洋
室
と
和
室
（
客
間
）
、
北
側
に
和
室
、

便
所
・
浴
室
・
台
所
が
あ
り
、
奥
に
和
室
二

間
　
（
居
間
・
茶
の
間
）
　
と
い
う
構
成
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
側
に
は
和
室
二
間
と

洋
室
一
間
が
増
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
住
宅
は
、
先
代
か
ら
家
族
の
歴
史
と

と
も
に
大
切
に
保
存
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
国
の
近
代
住
宅
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
同
潤
会
住
宅
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
重
要
な

文
化
財
で
す
。
昨
年
1
2
月
、
国
の
文
化
審
議

会
に
お
い
て
国
の
登
録
文
化
財
に
む
け
て
答

申
が
あ
り
ま
し
た
。
決
定
す
る
と
、
今
年
2

月
に
官
報
で
告
示
さ
れ
ま
す
。

玄関の外観

洋室部分の外観

和室の一室
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「
谷
原
の
餅
鳴
き
唄
」
と
は
、
旧
谷
原
二

丁
目
（
規
高
野
台
・
谷
原
）
に
伝
わ
る
餅
鳴

き
唄
で
、
増
島
兼
吉
さ
ん
が
1
0
名
ほ
ど
の
お

年
寄
り
を
訊
ね
て
歩
き
、
古
く
か
ら
伝
承
さ

れ
て
き
た
歌
詞
に
基
づ
い
て
、
1
0
年
の
歳
月

を
か
け
て
曲
を
復
元
し
た
も
の
で
す
。

平
成
3
年
に
区
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
登

録
さ
れ
、
増
島
さ
ん
は
保
持
者
と
し
て
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

増
島
さ
ん
は
、
次
世
代
の
子
供
た
ち
へ
餅

損
き
唄
を
語
り
つ
い
で
い
こ
う
と
、
ほ
ぼ
毎

年
谷
原
小
学
校
の
餅
鳴
き
大
会
で
唄
を
披
露

し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
大
会
は
記
念
す
べ
き

3
0
回
目
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
、
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
写
真

は
、
別
の
日
に
取
材
に
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た

増
島
さ
ん
の
お
姿
で
す
。
ご
自
身
で
復
元
さ

れ
た
昔
な
が
ら
の
道
具
を
並
べ
、
餅
抱
き
唄

を
唄
い
な
が
ら
餅
鳴
き
の
実
演
や
、
く
る
り

棒
を
使
っ
た
麦
ボ
ウ
チ
も
披
露
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

棒打ちの様子

歌詞の2番ぐらいまでお米をこねます。

ここで餅の6割は完成。

その後、一人ひとり順番に「ノ」の字を

書くように抱きます。

増
島
さ
ん
は
「
谷
原
の
麦
ボ
ウ
チ
唄
」
　
（
区

の
無
形
登
録
民
俗
文
化
財
）
　
の
保
持
者
で
も

あ
り
ま
す
。

左
記
に
餅
鳴
き
唄
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
歌
詞
や
曲
調
は
関
東
各
地
で
歌
わ
れ
て

い
る
唄
と
似
て
い
ま
す
が
、
曲
の
最
後
の
調

子
を
上
げ
た
り
下
げ
た
り
す
る
と
こ
ろ
に
地

域
的
な
特
徴
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
元
年
に
区
の
無
形
民
俗
文
化
財
と
し

て
登
録
さ
れ
、
今
で
は
す
っ
か
り
練
馬
の
冬

の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
　
「
関
の
ぼ
ろ
市
」

の
歴
史
は
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
続
く
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
1
2
月
9
日
、
日
蓮
宗
の
寺
院
で
あ
る

本
立
寺
（
関
町
北
4
－
1
6
－
3
）
で
は
、
宗
祖

日
蓮
を
し
の
び
　
「
お
会
式
」
　
の
法
要
が
行
わ

れ
ま
す
。
こ
の
9
日
と
翌
1
0
日
に
寺
の
門
前

で
開
か
れ
る
の
が
「
関
の
ぼ
ろ
市
」
　
で
す
。

江
戸
時
代
か
ら
戦
前
ま
で
は
、
農
具
や
野

菜
、
呉
服
、
古
着
を
売
る
店
が
多
く
出
店
し

て
い
た
そ
う
で
、
「
ぼ
ろ
市
」
　
の
　
「
ぼ
ろ
」

と
は
、
古
着
屋
か
ら
買
っ
た
古
着
を
裂
い
て
、

草
履
の
鼻
緒
や
わ
ら
じ
の
ひ
も
を
作
っ
た
か

ら
な
ど
の
諸
説
が
あ
り
ま
す
。

せいろなどの生活用品や、鎌などの農具を扱う店

本立寺山門付近の様子

昨
年
の
市
に
は
、
寺
の
境
内
や
門
前
の
道

路
に
二
八
〇
余
り
の
露
店
が
出
店
し
、
多
く

の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

露
店
の
多
く
は
、
た
こ
焼
き
や
お
団
子
を

は
じ
め
食
べ
物
関
係
の
お
店
で
す
が
、
ま
な

板
や
包
丁
、
靴
下
な
ど
の
生
活
用
品
か
ら
、

骨
董
品
、
装
飾
品
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
品
々

を
売
る
店
も
出
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
9
日
の
午
後
7
時
か
ら
、
約
3
時

間
に
わ
た
り
、
武
蔵
閑
駅
の
周
辺
か
ら
本
立

寺
ま
で
の
約
1
k
m
と
続
く
万
灯
行
列
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

万
灯
行
列
と
は
、
長
い
傘
に
花
飾
り
を
つ

け
、
電
飾
を
施
し
た
花
万
灯
と
、
纏
を
中
心

に
鐘
や
太
鼓
を
持
っ
た
は
っ
ぴ
姿
の
人
々
が

練
り
歩
く
と
い
う
も
の
で
す
。
太
鼓
を
た
た

く
音
や
、
威
勢
の
い
い
掛
け
声
が
夜
空
に
響

い
て
い
ま
し
た
。

2
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お
り
ま
の
板
碑

ね
り
ま
の
中
世
（
鎌
倉
～
戦
国
時
代
こ
ろ
）

の
歴
史
は
、
謎
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
わ
か
ら
な

い
こ
と
ば
か
り
で
す
。
そ
の
大
き
な
原
因
は
、

ね
り
ま
に
限
ら
ず
、
地
方
に
は
中
世
の
古
文

書
や
記
録
類
な
ど
の
文
献
史
料
が
ほ
と
ん
ど

残
さ
れ
て
い
な
い
点
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
区
内
に
は
、
板
碑
と
よ
ば
れ
る
、
文

字
が
刻
ま
れ
る
貴
重
な
文
化
財
が
比
較
的
数

多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

板
碑
と
は
、
中
世
に
造
ら
れ
た
石
造
の
供

養
塔
の
こ
と
で
板
石
塔
婆
と
も
呼
ば
れ
ま

す
。
鎌
倉
時
代
に
現
れ
、
南
北
朝
・
室
町
時

代
に
最
も
盛
ん
と
な
り
、
江
戸
時
代
の
初
め

こ
ろ
に
は
姿
を
消
し
ま
し
た
。
と
く
に
関
東

地
方
で
は
秩
父
産
の
緑
泥
片
岩
　
（
青
石
）
　
で

造
ら
れ
た
も
の
が
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
区

内
の
板
碑
の
多
く
も
緑
泥
片
岩
製
で
す
。

道場寺の板碑（後列の一番右「文応元年の弥陀板碑」）

現
在
、
区
内
に
は
文
応
元
年
（
二
一
六
〇
）

十
一
月
銘
の
あ
る
弥
陀
板
碑
（
道
場
寺
所
蔵
、

区
登
録
文
化
財
、
左
上
写
真
）
　
を
は
じ
め
、

1
6
世
紀
後
半
の
も
の
ま
で
二
三
〇
点
ほ
ど
の

板
碑
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
板
碑
は
、

江
戸
時
代
後
期
に
文
人
た
ち
の
間
で
、
石
の

青
色
の
美
し
き
や
大
き
く
刻
ま
れ
る
梵
字
の

不
思
議
な
形
な
ど
か
ら
人
気
が
あ
っ
た
の

で
、
蒐
集
も
盛
ん
に
行
わ
れ
、
本
来
あ
っ
た

場
所
が
わ
か
ら
な
い
板
碑
も
数
多
く
存
在
し

ま
す
。
そ
の
た
め
歴
史
資
料
と
し
て
は
慎
重

に
扱
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
板
碑
は
、
中
世
の
遺
跡
な
ど
で
発
掘

調
査
に
よ
り
出
土
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

今
後
も
点
数
は
増
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

板
碑
の
形
態
は
、
頭
部
を
山
形
に
尖
ら
せ
、

梵
字
や
画
像
で
主
尊
と
す
る
阿
弥
陀
如
来
や

地
蔵
菩
薩
な
ど
の
仏
を
表
現
し
、
そ
の
下
に

造
立
の
趣
旨
を
示
す
銘
文
や
、
掛
と
い
う
経

文
の
一
部
が
刻
ま
れ
る
の
が
典
型
で
す
。

区
内
の
板
碑
分
布
を
み
る
と
、
石
神
井
川

流
域
と
白
子
川
流
域
の
二
つ
に
大
き
く
分
け

ら
れ
、
両
流
域
に
中
世
の
人
々
が
数
多
く
住

ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
白

子
川
流
域
の
板
碑
は
　
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」

を
刻
む
題
目
板
碑
が
ほ
と
ん
ど
で
、
当
時
妙

福
寺
を
中
心
と
し
た
日
蓮
宗
が
こ
の
流
域
で

盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

板
碑
は
元
々
、
死
者
の
追
善
供
養
や
、
生

前
に
あ
ら
か
じ
め
自
分
の
冥
福
を
祈
る
道
修

供
養
の
た
め
に
造
ら
れ
ま
し
た
。
区
内
の
板

碑
も
こ
れ
ら
の
も
の
が
多
く
、
道
立
者
は
、

財
力
の
あ
る
領
主
や
富
裕
者
層
で
あ
っ
た
と

「弥陀三尊来迎画像

板碑」

考
え
ら
れ
ま
す
。
南
北
朝
時
代
の
頃
に
は
区

内
の
板
碑
に
も
「
妙
法
禅
門
」
　
「
妙
仏
」
　
な

ど
供
養
さ
れ
る
者
の
法
名
が
刻
ま
れ
る
よ
う

に
な
り
、
か
つ
て
区
域
に
住
ん
で
い
た
特
定

個
人
を
知
る
手
が
か
り
と
な
り
ま
す
。

ま
た
1
4
世
紀
後
半
以
降
、
「
鏡
道
禅
尼
」

「
妙
心
尼
位
」
な
ど
女
性
の
法
名
を
刻
む
板

碑
が
急
増
し
、
道
修
供
養
の
も
の
も
多
く
み

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
富
裕
な
女
性
が
区

域
の
各
所
に
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

1
5
世
紀
半
ば
こ
ろ
に
な
る
と
板
碑
も
多
様

化
し
、
月
符
や
庚
申
待
な
ど
民
俗
行
事
を
行

う
人
々
が
結
衆
し
て
供
養
塔
を
道
立
す
る
例

が
多
く
な
り
ま
す
。
区
内
で
も
、
永
享
8
年

（
一
四
三
六
）
　
に
　
「
念
仏
供
養
一
結
衆
」
が

道
修
供
養
す
る
板
碑
　
（
三
宝
寺
所
蔵
）
　
を
は

じ
め
、
人
々
が
結
衆
し
て
建
立
す
る
板
碑
も

散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

康
正
年
間
　
（
一
四
五
五
～
五
七
）
　
の
九
郎

太
郎
ら
4
名
の
結
衆
を
初
見
に
　
（
教
学
院
所

蔵
）
、
文
明
1
7
年
（
一
四
八
五
）
　
に
は
妙
祐

禅
尼
慶
音
と
共
に
助
太
郎
ら
3
名
（
円
明
院

所
蔵
）
、
福
徳
元
年
（
延
徳
3
年
＝
一
四
九
一
）

「長享二年の申待板碑」

に
は
二
郎
太
郎
ら
9
名
（
妙
福
寺
所
蔵
、
現

下
石
神
井
3
丁
目
出
土
、
区
登
録
文
化
財
）
、

文
亀
元
年
（
一
五
〇
一
）
に
は
僧
侶
の
賢
栄

阿
閣
梨
と
共
に
馬
太
郎
ら
6
名
が
結
衆
し
て

月
待
供
養
を
行
っ
て
い
ま
す
（
円
明
院
所
蔵
）
。

ま
た
文
明
4
年
（
一
四
七
二
）
に
は
孫
四
郎

ら
5
名
が
夜
念
仏
供
養
を
行
っ
て
お
り
（
三

宝
寺
所
蔵
、
区
登
録
文
化
財
、
右
写
真
）
、
長

享
2
年
（
一
四
八
八
）
に
は
僧
侶
の
融
秀
阿

閤
梨
と
共
に
彦
八
ら
1
2
名
が
結
衆
し
て
申

待
（
庚
申
待
）
供
養
を
行
っ
て
い
ま
す
（
区

所
有
、
現
春
日
町
2
丁
目
稲
荷
神
社
出
土
か
、

区
指
定
文
化
財
、
3
段
目
左
写
真
）
。

月
符
と
は
二
十
三
夜
な
ど
の
月
齢
の
夜
、

庚
申
符
と
は
庚
申
の
日
の
夜
に
、
人
々
が
寄

り
集
ま
っ
て
飲
食
を
し
て
夜
を
明
か
す
民
俗

行
事
で
す
。
1
5
世
紀
半
ば
か
ら
1
6
世
紀
初
め

に
か
け
て
、
区
域
の
各
所
で
人
々
が
結
衆
し

て
月
符
や
庚
申
待
、
念
仏
供
養
を
行
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
板
碑
に
刻
ま
れ
た

人
々
は
、
僧
侶
以
外
は
姓
の
な
い
俗
名
で
す

の
で
有
力
な
百
姓
た
ち
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
の
時
代
、
区
域
の
各
所
で
は

人
々
が
寺
院
等
を
中
心
に
結
衆
し
て
、
後
世

の
講
と
な
る
よ
う
な
集
団
、
ひ
い
て
は
自
治

的
な
ム
ラ
（
地
域
共
同
体
）
を
形
作
っ
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

3
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文
化
財
を
火
災
か
ら
守
ろ
う
！

～
1
月
2
6
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー
～

例
年
1
月
2
6
日
は
　
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

で
す
。
毎
年
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
文
化
財

を
火
災
な
ど
の
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
全
国

各
地
で
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

戦
後
の
混
乱
の
中
で
、
経
済
的
基
盤
を
失

っ
た
文
化
財
の
所
有
者
ら
が
そ
れ
ら
を
売

却
、
あ
る
い
は
放
置
す
る
と
い
う
事
態
が
各

地
で
お
こ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
昭
和
2
4
年
二
九

四
九
）
　
1
月
2
6
日
、
千
三
百
年
の
歴
史
を
も

つ
、
現
存
す
る
世
界
最
古
の
木
造
建
造
物
で

あ
る
法
隆
寺
　
（
奈
良
県
斑
鳩
町
）
　
の
金
堂
で

失
火
が
あ
り
、
白
鳳
時
代
　
（
7
世
紀
半
ば
～

8
世
紀
初
め
）
　
の
壁
画
が
焼
損
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
ま
た
、
翌
年
に
は
金
閣
寺
　
（
京
都

市
北
区
）
　
が
放
火
に
よ
り
焼
失
す
る
な
ど
、

文
化
財
の
焼
損
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
を
契
機
と
し
て
昭
和
2
5
年
国

は
、
文
化
財
保
護
の
統
括
的
法
律
と
し
て
文

化
財
保
護
法
を
制
定
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

昭
和
2
9
年
に
法
隆
寺
金
堂
の
修
復
事
業
が
竣

工
し
、
文
化
財
保
護
行
政
も
確
立
し
て
い
き

ま
し
た
。
そ
し
て
翌
年
、
火
災
の
あ
っ
た
1

月
2
6
日
を
　
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と
定
め
、

貴
重
な
文
化
財
が
火
災
等
で
失
わ
れ
な
い
よ

う
に
、
広
く
国
民
に
協
力
を
お
願
い
す
る
日

と
し
ま
し
た
。

文
化
財
の
焼
損
は
、
近
年
で
も
続
い
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
、
昨
年
、
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
旧
住
友
家
俣
野
別

邸
」
（
横
浜
市
戸
塚
区
）
で
火
災
が
発
生
し
、

全
焼
し
ま
し
た
。

文
化
財
は
、
先
人
た
ち
が
長
年
に
わ
た
っ

て
大
切
に
守
り
伝
え
て
き
た
か
け
が
え
の
な

い
財
産
で
す
。
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
り
、

次
代
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

練
馬
区
で
も
練
馬
・
石
神
井
・
光
が
丘
の

各
消
防
署
や
地
域
の
防
災
組
織
に
よ
る
防
火

訓
練
が
、
防
火
デ
ー
前
後
に
各
管
内
の
寺
社

等
で
行
わ
れ
ま
す
。
ど
な
た
で
も
自
由
に
見

学
で
き
ま
す
の
で
是
非
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時
・
場
所

1
月
2
0
日
（
水
）
午
前
1
0
時
か
ら

浅
間
神
社
（
北
町
2
1
4
1
）

光
が
丘
消
防
署

1
月
2
6
日
（
火
）
午
前
1

0
時
か
ら

南
蔵
院
（
中
村
1
－
1
5
）

練
馬
消
防
署

石
神
井
消
防
署
管
内
の
地
域
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ね
り
ま
区
報
1
月
2
1
日
号
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
な
お
、
消
防
署
の
都
合
等
に
よ
り

中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

土支田八幡宮

区
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再生紙を使用しています


